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論文内容の要旨
国際技術移転(技術導入)とは、単なる海外から技術を獲得するという単純な綾械的過程ではなく、技
術と人材、先進的な経営方式と管埋上の経験を獲得し、自国の技術開発能力を高めるための一つの有機的
な過程である。この過程においてどのような技術を導入し、またそれをどのように定着させるかは、一国
の技術レベル、生産力水準、 L業化の白立化程度などを測る一つの電要な目安でもある。このような観点
から戦後50年間にわたる中国の技術導入過程を論じてみると、一体どのような結論を得るべきであろうか。
特に1978年の改革開放以来の技術導入が中国の産業技術の進歩、産業構造の高度化及び経済成長に一体ど
のような役割を果たし、導入技術の定着により、中国の産業技術のレベルや産業構造の高度化及び‘技術開
発能力などは一体どのような変化をもたらしたか、その実態を明らかにしようとしたものが本論文の宗旨
である。
従って本論文ではまず、過去50年間にわたる巾国の技術導入を中国の経済体制、経済発展戦略及び工業
化との関連で各段階における特徴を明らかにした。次に、技術導入を産業技術のレベルアップ、主要産業
の技術構造の変化、技術導入の波及効果、技術導入による産業構造の高度化などの関連でその役割を検討
した。特に改革開放以降に重点を置いてその変化の要因を導入技術の定着という視点から考察した。第こ
に、技術導入を国際比較という観点から、すでに技術導入を成功させ伎術大国となったH本と、技術導入
によって経済の飛躍的な発展を成し遂げた韓国の経験と比較しながら三ヵ国における技術導入の共通点と
相違点、そして中国にとって参考すべきものは何であるかを検討した。これらの分析に基づいて、結論と
して今後更なる技術導入を促進するうえでのいくつかの提案を挺起した。
巾国の技術導入はその第1段階である改革開放以前(1978年以前)では自力更牛.の補完物として位置付
けられてきた。しかし、第2段附である改革開放以降の技術導入は、対外開放政策の一環と社会主義市場
経済の近代化戦略の重要な一環として位置付けられ推進された。そして中国の産業構造の高度化、企業の
技術・設備の近代化と技術進歩に大きく貢献した。技術導入の大きな転換点としては、過去の「重化学工
業化指向型戦略」から国民生活重視の「輸出指向型工業化戦略」へと転換し、直接侵資を活用した生産技
術だけでなく、経営管理技術、市場開拓技術などの経常能力、同内外の競争力の向上、と発展し始めた。
しかし、巾国のような長期にわたって高度に集中した計画続前政策を実施し、その後は計画経済と「ー市場
調節」の結合という混合経済政策を実施し、そして現在では社会主義市場経済という全く前例のない独自
の社会システムを進めている同にとって技術導入は、社会体制(主に国内政治的要肉)の統制と国際環境
(主に技術導入の県境)の強い影響といういわゆる「受け身的な性格」を持っている。同時に、技術の選択
問題、技術導入の地域の格差、消化吸収と定着化など様々な問題も抱えている。技術導入は牛.定能力の向
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トや生産規模の拡大、牛.産高の増加には大きく貢献したものの、「導入一吸収一改良一革新」という自己開
発システムの形成にはそれほど役立っていない。
中国は顕著な二元構造を持っている国である。現代的な工業と手工業や農業の共存、先端技術と¥J.ち遅
れた伝統的技術の共存である。地域の格差と言えば発展が比較的進んでいる沿海地峨があれば大きく遅れ
ている中西部地域もある。このような三元的構造は中国の技術導入の複雑性と多様性を意味しているω こ
れは技術導入において資本集約型と技術集約型の先進技術を導入すると同時に、労働集約塑の適用技術も
導入する必要があることを忘味する。前者は産業構造の高度化による経前成長を凶っている中岡の発展戦
略にふさわしいものであり、後者は現有技術との格差を速く縮めるうえでI吸収拡散に適切している。いず
れにせよ、中国の技術導入は二つの基本的国情に-基づ‘いて発展するべきである。それは中国は発展途上国
として膨大な人口を抱え、地域間の経済と技術の格差が大きいことと、技術構造臼体が多層的情造の共存
体であることであるO そして中間の現段附の資令と管珂経験の不足と人材の乏しい現状から直接投資によ
る技術導入、特に多国籍企業の誘致による技ー術導入が最も相応しい選択であると考えられる。これらの基
本点を念頭に置いて社会主義市場経済体制の成熟に併ーせての国情に適切な技術導入の追を探索すべきであ
る。
論文審査の結果の要旨
現在、中国経済の動向が注目を集めている。それは、その輸出競争力が、日本をはじめとするいわゆる
先進諸国の多くの産業分野で構造調整を迫るとともに、発展途上諸国にとっても大きな脅威としてす.ち現
れているからである。こうした関係を正確に理解するために、さまざまな視角から多数の研究が蓄積され
てきたが、「技術導入 i 視角が対象への接近のための重要な観角のひとつであることは間違いな ~\o 本論文
は、この視角から、現代中間続前に接近し、現状を分析し、課題を明らかにしようとしたものであるの
本論文には、以下のような二つの方法上の特徴がある。①新中国成立以降の約半世紀を対象にしつつ、
適切な時期区分によって、技術導入の時系列的分析を行っていること。これによって、改革開放以降の時
期の特徴、さらには1980年代と90年代との相違をも明らかにしようとした。②中凶・日本・韓凶の技術導
入の過程、内容、結果について国際比較することによって、中間の抱える課題を鮮明にしようとしたこと。
そのため、本論文では、諸研究の成果を広く渉猟することによって、結論を引き出している。その中には、
中国語の文献はもちろん、円;卒、語と韓国語の文献も多数含まれている。
こうしたβ法に基づいて、本論文は以ドのような構成で展開されている。第 1章では、まず、課題の設
定を行い、第2章では中国における技術導入にかかわる諸見解の整理を行い、著者自身の視角を提示する。
第3章では技術導入のさまざまな側面を総合的に挺示し、続く 4、5主主で肢術導入と経済発展戦略および
産業技術進歩との関係を分析する。第6章では中凶・日本・韓国の技術導入の国際比較から教訓を引き出
している。最後に第7章で本論文の知見を要約している。
lニ述の二つの方法と構成によって、本論文の内容は総合的かっ説得力のあるものとなっている。とくに
以下の3点、で、高く評価できょう。①提出された論文は、建国以後の中国の技術導入の歴史を大きく 5段階
に区分しているが、このl名分は論文のオリジナリティーを示すものであるとともに、中国の科学技術政策
の流れを見通す指針となっている。②これまでの中国における技術導入の研究は、現状分析ないし当面の
政策課題との関わりを論じたものが多く、産業政策ないし産業構造改革との関わりで論じたものは少ない。
それゆえ、中国の技術導入政策を経済的・技術的な発展過程との関連で分析した第 4章「経済発展戦略と
技術導入Jおよび第5章「技術導入の産業技術進歩に対する貢献」は、顕著な理論的寄与と認められる。
③技術導入の成東を確認しつつも、研究開発費の少なさ、研究機関・企業・行政の聞に存在する壁の問題、
導入技術の消化吸収上の課題を見いだしている。こうした内容は、貿易摩擦が激化する中で強い競争力を
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もつ中|刈といったイメージが定着している今日、中国の競争力についてiF.確に理解する手がかりを与えて
くれる。
以上の学問的貢献によって、審青委員会は全員ー致して、本論文を博世(商学)の学院の授与に航する
ものと判断した。
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